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【日的】マ イ ク ロ 波は短時 問で 照射物体の 温度を上昇させ 、 また 複雑な 形状で も

比較的均
一

に加 熱で き るの で 新 しい殺菌法 と して注 目され い るが 、 マ イク ロ波加

熱をそ の 原理 と して い る 。 本研究で は 、 温度を
一
定に して 微生物 にマ イク ロ波を

照射 し 、 マ イクロ 波独 自の殺菌効果の 有無を明 らか にす る こ とを目的 とした。

　　　　　　　　　Asperugi，lius　 niger 　lAM・2094 の胞子 ・ ISacillus　subtilis
【方法お よび結果】

UFo　l37t9 の 胞子およびEscherjchia　coli　K121FO　3301、を用い た 。 50mMリン酸

緩衝液 （pH7．0） にこれ らを懸濁 し、 丸底フ ラス コ に50mlずつ 分注し 、

．　
Continuous

Wave（lll丿J　35W）ある い はPulse　Wave（平均出丿」35W， 尖頭値 50k曜）の マ イク ロ 波を

照射 した 。 経時的にサ ンプ リン グ し平板培養法 によ り残存生菌数 塗求め た 。

　熱死滅が起 き ない 温度（35℃ ）で A．niger およびE．　coli の懸 濁液 にマ イク ロ波 を

照 射 したが 死滅 しなか っ た 。 温環を高めた場合 、 E 　coli 、（45，
　47、

　50℃） で ｝ま伝導

伝熱の み と比鮫 してマ イクロ波照射 を併刑 した方が死滅速度が大きか っ た 。 さ ら

餾 朧ll驫 鐸凄盡器灘 芻臠 轢 奇ミ奪3繍 珀
した方が死滅速度が大き ぐな っ た 。特 に伝導伝熱の み で は胞子を殺菌で きな か っ

た 85℃ で もマ イ ク ロ 波 を照射す る こ とによ り耐熱性胞子の 死滅が認め られ た 。
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